
２ 運営 

 

 

８０ 
公共図書館と連携 
「朝読便」「テーマ便」「きーぼー便」の配送システム 
愛知県 安城市立三河安城小学校 （安城市立の全小中学校で実施） 

 

 基本データ    テーマ・活動のねらい等  
 
所在地 安城市箕輪町昭和４７番地 

児童生徒数 467 人 

教職員数 40 人 

蔵書数 15,731 冊 

年間貸出冊数 15,449 冊  

 

※三河安城小学校の基本データを掲載し

ているが市内全域で同一の取組を実施 

  
【テーマ】公共図書館、地域との連携体制、ネットワークの構築 

【活動のねらい】 

 「朝読便」は、いつでも教室にたくさんの本のある読書環境を作り、
児童生徒の読書意欲の喚起を図った。 

 「テーマ便」は、学校で調べ学習をする際、教員や学校司書が公立
図書館に来館することなく、FAX でテーマを伝えるだけで関連する
本がそろうようにし、授業ですぐに資料本を活用できるようにした。 

 「きーぼー便」は、公立図書館から学校に児童生徒の読みたい本が
いつでも届くことで、児童生徒がより読書に親しめるようにした。 

 

 
 
 

 2017 年度（平成 29 年度）から、市内全小中

学校の全学年、学級を対象に、朝の読書用の「朝

読便」、調べ学習のテーマに応じた「テーマ便」、

個別の図書を予約し、貸りる「きーぼー便」の

配送を始めた。 

 「朝読便」は、公立図書館の本がいつでも教室

にあるように、市内全小中学校の各学級に本を

届けた。 

 「テーマ便」は、各学級の調べ学習に応じた資

料となる本を、公立図書館からまとめて取り寄

せられるようにした。 

 「きーぼー便」は、公立図書館から学校に、児

童生徒の読みたいと思う本が届くようにした。 

朝読便のテーマ便の選定・発送（公立図書館） 
 
 
 
 
 

朝読便の本が来た教室 
 

テーマ便（ユニバーサルデザイン）の本が置いてある
教室 

 
 
 
 
 

 「朝読便」では、公立図書館にある本を、公立

図書館職員が児童生徒の学年等にあわせて選

書し、図書 20 冊が入ったコンテナ（小学校は

各学年３コンテナ、中学校は９コンテナ、特別

支援学級は１コンテナ）を貸し出し、市内全て

の小中学校の各学級に 20 冊本が行き届くよう
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にした。また、３週間で交換できるようなシス

テムを確立した。 

 「テーマ便」は、児童生徒が調べ学習を行うと

き、テーマを FAX で送ることで、テーマに合

った本を公立図書館が選書し、１クラス 40 冊

まで配送され、授業に活用することができるよ

うなシステムを確立した。 

 「きーぼー便」は、公共図書館が近くにない児

童生徒でも、読みたい本がすぐに届けられるシ

ステムを確立した。 

 始めに、学校と市の図書館との連携を図るため

に、図書館教育アドバイザー（社会教育指導員）

を教育委員会が配置したことで、連携が円滑に

行われた。 

 配送に手間がかかるため、本の動きを把握する

ために公立図書館と学校とが連携し、配送シス

テムを確立することがポイントとなる。 

 
 
 
 
 

 「朝読便」によって、市内すべての生徒児童が

いつでも公立図書館の本を教室で手にするこ

とができた。 

 本の貸し出し数が 30 万８千冊（H30）と過去

最高（H28 は 27 万５千冊）となり読書に親し

む姿が見られた。 

 「テーマ便」の貸し出し利用が 373 件と増加

（H28 は 81 件）し、調べ学習等の授業が充実

した。同時に、調べ学習にかかわる学校司書に

よる授業の支援が増加した。 

 本が身近になったことで、学校図書館だけでな

く、休日に公立図書館へ足を運ぶ児童生徒数が

増加している。生涯にわたって本に親しむこと

を見通し、公立図書館とのさらなる連携の強化

を図りたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組・活動の成果や今後の展望 


